
単位：億円

項　　目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に

帰属する当期純利益

当　期　① ４，６８２ ２２５ ３６３ ２９０

前　期　② ４，９４７ １６２ △８７ △７０

差異①－② △２６５ ６２ ４５１ ３６０

増　減　率 △５．４％ ３８．５％ － －

（売上高） 単位：億円

セグメント 当期① 前期② 差異①－② 増減率

機能品 ６３８ ６２２ １６ ２．６％

樹脂・化成品 ２，５７２ ２，９３４ △３６２ △１２．３％

機械 ９６９ ９６９ △０ △０．０％

その他 ８０５ ７３１ ７４ １０．１％

調整額 △３０１ △３０８ ８ －

合計 ４，６８２ ４，９４７ △２６５ △５．４％

（営業利益） 単位：億円

セグメント 当期① 前期② 差異①－② 増減率

機能品 １２１ １０２ １９ １８．２％

樹脂・化成品 ２４ ２６ △２ △６．４％

機械 ７２ ５２ １９ ３６．９％

その他 ４５ ２６ ２０ ７５．２％

調整額 △３８ △４５ ７ －

合計 ２２５ １６２ ６２ ３８．５％

１．当期の経営成績に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

全般的な概況

当期においては、売上高は、２０２２年１２月に医薬品受託製造会社（株式会社エーピーアイコ

ーポレーション）を買収した効果があったものの、樹脂・化成品セグメントにおいて中国経済の停

滞等の影響もありナイロンポリマー・カプロラクタム等の販売が低調に推移した影響が大きく、減

収となりました。

営業利益は、樹脂・化成品セグメントにおいてファインケミカルや工業薬品等の販売が低調に推

移したものの、機能品セグメントにおける分離膜の販売、機械セグメントにおけるアフターサービ

スが堅調に推移し、また医薬事業のロイヤリティ収入も増加したことなどから、増益となりまし

た。

経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益は、営業利益の増加に加え、セメント関連事業（持

分法適用関連会社であるＵＢＥ三菱セメント株式会社）において石炭等エネルギー価格高騰を反映

させた販売価格への是正等を進めたことにより持分法投資損益が改善し、増益となりました。

この結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。

（注）２０２４年３月期において、医薬品受託製造会社の企業結合に係る暫定的な会計処理の確定

を行いました。２０２３年３月期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容

を反映させております。

セグメント別概況

（注１）２０２４年３月期において、医薬品受託製造会社の企業結合に係る暫定的な会計処理の確

定を行いました。２０２３年３月期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の

内容を反映させております。

（注２）営業利益の調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しな

い一般管理費等）及びセグメント間取引消去額の合計額です。
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機能品 … 増収増益

ポリイミド事業は、大型ディスプレイ及びスマートフォンの需要が低調に推移したことから、減収

となりました。

分離膜事業は、バイオメタン製造向け脱炭酸膜の需要が好調に推移したことから、増収となりまし

た。

セラミックス事業は、電動車向けの軸受や基板用途の需要が好調に推移したことから、増収となり

ました。

セパレータ事業は、自動車生産の回復に伴い下期は堅調に推移したものの、上期の需要低調の影響

が大きく、減収となりました。

機能品セグメント全体としては、分離膜事業、セラミックス事業が好調に推移したことから、増収

増益となりました。

樹脂・化成品 … 減収減益

■パフォーマンスポリマー＆ケミカルズ事業

コンポジット事業は、自動車生産の回復により需要が回復傾向となったことから、増収となりま

した。

ナイロンポリマー事業は、食品包装フィルム用途の需要が、海外の一部地域では堅調であったも

のの、総じて低調に推移したことから、減収となりました。

カプロラクタム・硫安事業は、販売数量が需要減退により減少し、販売価格もベンゼンやアンモ

ニア等原料市況の下落等により低下したことから、減収となりました。

工業薬品事業は、アンモニアの国内需要の低迷により出荷が低調となり、また国際市況下落に伴

い販売価格も低下したことから、減収となりました。

ファインケミカル事業は、競争激化により製品市況が下落し販売数量も減少したことから、減収

となりました。

■エラストマー事業は、自動車タイヤ向け等の国内需要が低迷しましたが、海外の出荷は順調に推

移したことから、売上高は前期並みとなりました。

■樹脂・化成品セグメント全体としては、アンモニア工場における隔年の定期修理はなかったもの

の、ファインケミカル事業や工業薬品事業の販売が低調に推移した影響等が大きく、減収減益と

なりました。

機械 … 減収増益

成形機事業は、上期に自動車産業の設備投資が低迷した影響を受けたものの下期には回復し、また

アフターサービスも堅調に推移したことから、増収となりました。

産機事業は、製品の販売が増加し、またアフターサービスも堅調に推移したことから、増収となり

ました。

製鋼事業は、国内外の需要減退により販売数量が減少したことから、減収となりました。

機械セグメント全体としては、成形機事業や産機事業は堅調に推移したものの、製鋼事業における

減収の影響が大きく、売上高は前期並みとなりましたが、営業利益については、成形機事業、産機

事業ともにアフターサービスが堅調に推移し、また製鋼事業において原燃料価格が下落したことか

ら増益となりました。

その他 … 増収増益

医薬事業は、自社医薬品・受託医薬品の販売が堅調に推移し、また２０２２年１２月に医薬品受託

製造会社を買収した効果もあり、増収となりました。ロイヤリティ収入も増加しました。

電力事業は、石炭価格の下落に伴い売電価格も低下したことから、減収となりました。

その他セグメント全体としては、医薬品受託製造会社の買収やロイヤリティ収入増加など医薬事業

堅調の影響が大きく、増収増益となりました。

セメント関連事業（持分法適用関連会社「ＵＢＥ三菱セメント㈱」）

国内市場では、セメントの販売数量は減少しましたが、石炭等エネルギー価格高騰を反映させた販

売価格への是正とコスト削減を行いました。海外（北米）市場では、２０２３年１－３月期に天候

不順により滞っていた生コンクリートの出荷があり、また販売価格も上昇したことにより、採算が

改善しました。これらにより、セメント関連事業の損益は大幅に改善しました。
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（２）当期の財政状態の概況

総資産

総資産は、前期末に比べ５６３億５千３百万円（７．７％）増加し、７，８９０億３千４百万円

となりました。

流動資産は、現金及び預金、仕掛品等の棚卸資産が増加したことなどにより１２５億６千２百万

円（４．４％）増加し、２，９５６億７千８百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産や投資有価証券、退職給付に係る資産が増加したことなどにより

４３７億８千５百万円（９．７％）増加し、４，９３２億１百万円となりました。

繰延資産は、社債発行費が増加したことにより６百万円（４．０％）増加し、１億５千５百万円

となりました。

負債

負債は、前期末に比べ８６億２千９百万円（２．５％）増加し、３，５９６億７千９百万円とな

りました。有利子負債は４７億１千１百万円（△２．２％）減少し、２，１３４億３千２百万円と

なりました。

流動負債は、短期借入金や１年内償還予定の社債、契約負債が増加したことなどにより２５９億

８千９百万円（１５．１％）増加し、１，９８２億２千１百万円となりました。

固定負債は、長期借入金が減少したことなどにより１７３億６千万円（△９．７％）減少し、

１，６１４億５千８百万円となりました。

純資産

純資産は、前期末に比べ４７７億２千４百万円（１２．５％）増加し、４，２９３億５千５百万

円となりました。

株主資本は、利益剰余金が配当により９２億２千万円減少したものの、親会社株主に帰属する当

期純利益により２８９億８千１百万円増加したことなどにより１８５億２千９百万円（５．５％）

増加し、３，５３６億１千６百万円となりました。

その他の包括利益累計額は、為替換算調整勘定が増加したことなどにより２８５億４千９百万円

（１０７．６％）増加し、５５０億７千３百万円となりました。

非支配株主持分は、６億５千５百万円（３．３％）増加し、２０６億４百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前期末に比べ２．４ポイント増加し、５１．８％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により得られた資金は５２９億６千万円（前期に比べ３４８億３千３百万円の増加）と

なりました。これは税金等調整前当期純利益、減価償却費、運転資金の増減等から法人税等の支払

額を控除した結果となります。

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は３３３億１千６百万円（前期に比べ７２億９千７百万円の増加）

となりました。これは設備投資による支出等によるものです。

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は１５７億１千２百万円（前期は２４億４千３百万円の収入）とな

りました。これは配当金の支払い、有利子負債の返済等によるものです。

この結果、当期末における現金及び現金同等物は、現金及び現金同等物に係る換算差額を含め、

前期末に比べ５１億５千６百万円（１６．８％）増加し、３５８億５千９百万円となりました。

（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は安定的な配当の継続を基本方針とするとともに、積極的な設備投資で利益・株主資本を増

加させ将来の株主還元を充実することを目指しています。また同時に、財務の健全性や将来の事業

拡大のための内部留保の充実も重要と考えています。これらを総合的に勘案し、株主総会に付議す

る株主配当案を決定しております。

２０２２年度を初年度とする中期経営計画「ＵＢＥ　Ｖｉｓｉｏｎ　２０３０　Ｔｒａｎｓｆｏ

ｒｍａｔｉｏｎ～１ｓｔ Ｓｔａｇｅ～」において、ＤＯＥ（株主資本配当率）を２．５％以上、配

当と自己株式取得を合わせた連結総還元性向は、３か年平均で３０％以上としています。当期は中

間配当１株当たり５０円を実施し、期末配当は１株当たり５５円を予定しています。
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単位：億円

項　　目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に

帰属する当期純利益

２０２５年３月期① ５，１００ ２７０ ３７０ ２９５

２０２４年３月期② ４，６８２ ２２５ ３６３ ２９０

差異①－② ４１８ ４５ ７ ５

増 減 率 ８．９％ ２０．２％ １．８％ １．８％

（売上高） 単位：億円

セグメント ２０２５年３月期① ２０２４年３月期② 差異①－② 増減率

機能品 ７００ ６３８ ６３ ９．８％

樹脂・化成品 ２，８８０ ２，５８６ ２９４ １１．４％

機械 １，０４０ ９６９ ７１ ７．３％

その他 ７２０ ７４５ △２５ △３．３％

調整額 △２４０ △２５４ １４ －

合計 ５，１００ ４，６８２ ４１８ ８．９％

（営業利益） 単位：億円

セグメント ２０２５年３月期① ２０２４年３月期② 差異①－② 増減率

機能品 １２５ １２１ ４ ３．２％

樹脂・化成品 ９５ ２５ ７０ ２７３．９％

機械 ７０ ７２ △２ △２．３％

その他 ２０ ４５ △２５ △５５．２％

調整額 △４０ △３８ △２ －

合計 ２７０ ２２５ ４５ ２０．２％

また、次期の配当につきましては中間配当１株当たり５５円、期末配当は１株当たり５５円、合

計年間１株当たり１１０円を予定しています。

（５）今後の見通し

次期の業績見通しについては、２０２４年４月から２０２５年３月までの為替水準を１ドル＝

１５０円、国産ナフサ１ｋｌ＝７０，１００円、豪州炭価格１トン＝１６８．０ドルと想定し、次

の通り予想しています。

売上高、営業利益は、樹脂・化成品セグメントにおいて需要が回復し、機能品セグメント、機械

セグメントも堅調に推移することにより、増収増益となる見込みです。経常利益及び親会社株主に

帰属する当期純利益は、セメント関連事業（持分法適用関連会社であるＵＢＥ三菱セメント株式会

社）の損益が悪化することから、増益幅は縮小する見込みです。

セグメント別概況

（注１）２０２５年３月期より、ＵＢＥ　Ａｍｅｒｉｃａ　Ｉｎｃ．及びＵＢＥ　ＣＯＲＰＯＲＡ

ＴＩＯＮ　ＡＭＥＲＩＣＡ　ＩＮＣ．を「その他」から「樹脂・化成品」へセグメント変

更しています。２０２４年３月期実績は、新しいセグメントに組み替えた場合の参考値で

す。

（注２）営業利益の調整額は、各セグメントに配分していない全社費用（各セグメントに帰属しな

い一般管理費等）及びセグメント間取引消去額の合計額です。
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